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はじめに

　英語の教授法は様々な変遷を経て，1980 年代にはコミュニケーション

能力の育成を中心としたコミュニカティブ・アプローチ（Communicative 

Approach）が提唱されるようになり，日本では現在，注目の教授法になって

います。このアプローチでは，言語の主な目的をコミュニケーションと位置

づけ，意思伝達のための言語を使用ができるようになることを目指していま

す。クラスでは母語の使用を限定的にして，目標言語を中心にタスクをベー

スとしたペア・ワークなどのアクティビティを行います。

　また，2020 年度から中学校で導入される予定の文部科学省の新しい学習

指導要領では，指導目標を「聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，

話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する」と規定するなど，

「話すこと」の範疇を二種類に増すことで，4 技能の内「話すこと」に重き

を置いた内容になっています。このことからも，コミュニケーション能力の

育成を図ろうとする意図が見てとれます。

　コミュニケーション能力に最も重要な要素の一つは，相手に情報を正確に

伝えることです。いくら内容のあることを言っていても，発音に問題がある

ために意図が話し相手に伝わらなければ一方通行になり，コミュニケーショ

ンは成立しません。コミュニカティブ・アプローチの教授法では，発話の正

確さよりも流ちょうさが重視されます。そのため，発音や文法の正確さが軽

視される傾向があります。

　このような日本の英語教育をめぐる社会的な背景を踏まえて，本書は『コ

ミュニケーションのための英語音声学研究』と題し，英語学習者が意思伝達

に必要となる発音力を育成することを目的にしています。加えて，大学院

生，教育現場の教師，研究者が音声指導や発音研究を行うにあたり，必要不

可欠な情報をまとめた実践的な指導書・研究書となることも目途としていま

す。

　本書の特徴は以下のとおりです。
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　1）各章の冒頭に「本章の目的」を示し，音声学習・研究項目を明示

　2）  学習者のために「発音のコツ」コーナーを設けたことで，わかりやす

く発音学習が可能

　3）  英語発音に関する専門的な解説により，音声学の知識を身につけるこ

とが可能

　4）  音響音声学からの知見を取り入れ，音声波形など示すことで，音声を

可視化

　5）  音声学に関わる最近の研究成果を紹介することで，発音研究に資する

よう配慮

　6）できるだけ，日本語音声と比較をしながら英語発音について議論

　7）各章に「まとめ」を置き，重要事項の確認ができるよう工夫

　8）  各章の最後に配した「復習課題」を通じて，内容理解を促進

　本書が英語の発音学習，音声指導，発音研究に役立つことを大いに期待し

ております。

　本書の執筆にあたり，たくさんの方々にご支援を頂きました。関西大学外

国語教育学研究科の学生のみなさんには，授業を通じて本書をまとめ上げる

きっかけや多くの示唆を頂きました。また，同研究科の「山根ゼミ」のみな

さんには出版前の原稿を読み込んでもらい，有益なコメントをたくさん頂き

ました。特に，後期課程の上野舞斗君とは本書の内容に踏み込んだ議論を行

い，修正・改善を重ねることができました。

　また，本書の出版は，関西大学研究成果出版助成金のご支援を受けて可能

になりました。心より感謝致します。

　

　2019 年 2 月

 山根　繁
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